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クラスタアクセスポリシーレベルの変更

ステップ 1 ストレージクラスタは、クラスタアクセスポリシーを「strict」に変更する前にヘルシー状態である必要
があります。

ステップ 2 ストレージクラスタ内のストレージコントローラ VMのコマンドラインから、次を入力します。

# stcli cluster get-cluster-access-policy

# stcli cluster set-cluster-access-policy --name {strict,lenient}

クラスタの再調整
ストレージクラスタは、定期的なスケジュールで再調整されます。これは、使用可能なスト

レージの変更に応じて保存データの配布を再調整し、ストレージクラスタの正常性を復元する

ために使用されます。新しいノードが既存のクラスタに追加される場合、追加されたノード

は、既存のクラスタに参加するとすぐに新しい書き込みを実行します。必要に応じて (通常は
24時間以内に)クラスタが自動的に再調整され、ストレージ全体の使用率が低い場合、新しい
ノードは最初に既存のコンバージドノードよりも少ないストレージ使用率を示すことがありま

す。現在のストレージ使用率が高く、新しいノードがクラスタに追加されると、データは一定

期間にわたって新しいノードドライブに再調整されます。
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手動の再調整を行うことにより、クラスタ上の通常のユーザー IOとの干渉が発生し、遅延が
増加する可能性があります。したがって、HyperFlexシステムは、パフォーマンスのペナルティ
を最小限に抑えるために必要な場合にのみ、再調整を開始します。

（注）

ストレージコントローラ VMから再調整ステータスを確認します。

a) コマンドラインで次のコマンドを入力します。

# stcli rebalance status
rebalanceStatus:
rebalanceState:
cluster_rebalance_ongoing
percentComplete: 10
rebalanceEnabled: True

b) プロセスの完了を確認するには、次のコマンドラインを再入力します。
# stcli rebalance status
rebalanceStatus:
rebalanceState: cluster_rebalance_not_running
rebalanceEnabled: True

この例では、rebalanceが有効になっており、再調整の実行準備が整っていますが、現在はストレージ

クラスタが再調整されていないことを示しています。

クラスタの再調整ステータスと自己修復ステータスの確認

ストレージクラスタの再調整は、定期的なスケジュールと、クラスタ内の使用可能なストレー

ジの容量が変化した場合に実行されます。再調整は、使用可能なストレージの量が変化した場

合にもトリガーされます。これは自動自己修復機能です。

再調整は、通常、1つのディスクの使用率が 50 %を超えた場合またはクラスタの集約ディス
ク使用率が 50 %以上の場合にのみ発生します。

重要

HX Data Platformプラグインまたはストレージコントローラ VMコマンドラインから再調整ス
テータスを確認できます。

ステップ 1 HX Data Platformプラグインからの再調整ステータスの確認

a) vSphere Webクライアントナビゲータから、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex Systems] >
[Cisco HX Data Platform] > cluster > [サマリ (Summary)]の順に選択します。

[Status]ポートレットには自己修復ステータスがリストされます。
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b) [復元ステータス]を展開して、[自己修復ステータス]セクションを表示します。[Self healing status]
フィールドには、再調整アクティビティまたは N/A（再調整が現在アクティブではない場合）が示さ
れます。

ステップ 2 ストレージコントローラ VMコマンドラインから再調整ステータスを確認する。

a) sshを使用してコントローラ VMにログインします。
b) コントローラ VMコマンドラインから次のコマンドを実行します。

# stcli rebalance status

次の出力は、現在ストレージクラスタで再調整が実行されていないことを示します。

rebalanceStatus:
percentComplete: 0
rebalanceState: cluster_rebalance_not_running
rebalanceEnabled: True

HX Data Platformプラグインの [Recent Tasks]タブに、ステータスメッセージが表示されます。

スペース不足エラーの処理
システムで [スペース不足（Out of Space）]エラーが表示された場合、ノードを追加して空き
容量を増やすか、使用されていない既存の VMを削除して領域を解放できます。

[Out of Space]の状態の場合、VMは応答しません。

ストレージコントローラ VMは削除しないでください。ストレージコントローラ VMの名前
には、stCtlVMというプレフィックスが付いています。

（注）

ステップ 1 ノードを追加するには、HX Data Platformインストーラのクラスタ拡張機能を使用します。

ステップ 2 未使用の VMを削除するには、次の手順を実行します。

a) どのゲスト VMが削除可能であるかを判断します。VMや命名規則によって使用されるディスク領域
などの要因を考慮できます。

b) [vCenter] > [Virtual Machines]に移動して、インベントリ内の仮想マシンを表示します。

c) 削除する VMをダブルクリックします。
d) [Summary] > [Answer Questions]をクリックしてダイアログボックスを表示します。

e) [Cancel]オプションボタンをクリックして、[OK]をクリックします。
f) VMの電源をオフにします。
g) VMを削除します。

ステップ 3 [Out of Space]の状態がクリアされた後で、次の操作を行います。

a) [vCenter] > [Virtual Machines]に移動して、インベントリ内の VMを表示します。
b) 使用する VMをダブルクリックします。
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c) [Summary] > [Answer Questions]をクリックしてダイアログボックスを表示します。

d) [Retry]オプションボタンをクリックして、[OK]をクリックします。

クリーナースケジュールの確認

stcli cleanerコマンドは、一般的にバックグラウンドで継続的に実行されます。cleanerは、

不要になるとスリープモードに入り、ポリシーにより定義されている条件に一致すると起動し

ます。たとえば、ストレージクラスタで ENOSPC状態が発生している場合には、クリーナー
は自動的に高優先度で実行されます。

cleanerの実行中には、クラスタを展開しないでください。クリーナースケジュールを確認す

るか、必要に応じてスケジュールを調整します。

ステップ 1 ストレージクラスタ内の任意のコントローラVMにログインします。リストされているコマンドをコント
ローラ VMのコマンドラインから実行します。

ステップ 2 クリーナーのスケジュールを表示します。

# stcli cleaner get-schedule --id ID | --ip NAME

説明パラメータ

ストレージクラスタノードの ID--id ID

ストレージクラスタノードの IPアドレス--ip NAME

現在の vCenter Serverから新しい vCenter Serverへのスト
レージクラスタの移動

始める前に

• HXクラスタが HX Data Platform 1.8(1c)よりも前のバージョンを使用している場合には、
新しい vCenterに再登録する前にアップグレードしてください。

•このタスクは、メンテナンス期間中に実行してください。

•クラスタが正常な状態で、アップグレード状態が [OK]と [Healthy]であることを確認しま
す。状態は、コントローラVMコマンドラインから stcliコマンドを使用して表示できま

す。

# stcli cluster info

応答で以下を確認します。
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upgradeState: ok
healthState: healthy

• vCenterが起動して稼働している必要があります。

• vCenterクラスタ間でストレージクラスタを移動する場合、スナップショットスケジュー
ルはストレージクラスタと共に移動しません。

ステップ 1 現在の vCenterからクラスタを削除します。

これは、HXストレージクラスタを作成したときに指定した vCenterクラスタです。

ステップ 2 新しい vCenterで、同じストレージクラスタ名を使用して新しいクラスタを作成します。

ステップ 3 新しく作成されたクラスタ内の新しい vCenterに、ESXホストを追加します。

次のタスク

vCenterクラスタからのストレージクラスタの登録解除（6ページ）に進みます。

現在の vCenter Serverから新しい vCenter Serverへのストレージクラス
タの移動

始める前に

• HXクラスタが HX Data Platform 1.8(1c)よりも前のバージョンを使用している場合には、
新しい vCenterに再登録する前にアップグレードしてください。

•このタスクは、メンテナンス期間中に実行してください。

•クラスタが正常な状態で、アップグレード状態が [OK]と [Healthy]であることを確認しま
す。状態は、コントローラVMコマンドラインから stcliコマンドを使用して表示できま

す。

# stcli cluster info

応答で以下を確認します。

upgradeState: ok
healthState: healthy

• vCenterが起動して稼働している必要があります。

• vCenterクラスタ間でストレージクラスタを移動する場合、スナップショットスケジュー
ルはストレージクラスタと共に移動しません。

ステップ 1 現在の vCenterからクラスタを削除します。

これは、HXストレージクラスタを作成したときに指定した vCenterクラスタです。
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ステップ 2 新しい vCenterで、同じストレージクラスタ名を使用して新しいクラスタを作成します。

ステップ 3 新しく作成されたクラスタ内の新しい vCenterに、ESXホストを追加します。

次のタスク

vCenterクラスタからのストレージクラスタの登録解除（6ページ）に進みます。

vCenterクラスタからのストレージクラスタの登録解除
この手順はオプションであり、必須ではありません。古いvCenterにはHX Data Platform Plug-in
の登録のみを残すようにしてください。

始める前に

ある vCenterサーバから別の vCenterサーバにストレージクラスタを移動するタスクでは、現
在の vCenter Serverから新しい vCenter Serverへのストレージクラスタの移動（4ページ）の
手順を実行します。

•複数の HXクラスタが同じ vCenterに登録されている場合、すべての HXクラスタが別の
vCenterに完全に移行されるまで、この手順を実行しないでください。この手順を実行す
ると、vCenterに登録されている既存の HXクラスタに問題が生じます。

（注）

ステップ 1 vSphereクライアントからの HX Data Platformファイルの削除（6ページ）の手順を完了します。

ステップ 2 HXクラスタが vCenterから登録解除されたことの確認（7ページ）の手順を完了します。

次のタスク

新しい vCenterクラスタへのストレージクラスタの登録（8ページ）に進みます。

vSphereクライアントからの HX Data Platformファイルの削除

このタスクは、HX Storage Clusterの vCenterからの登録解除に含まれる手順です。

vSphereクライアントから HX Data Platformファイルを削除します。メソッドを選択します。

Linux vCenter

a) ルートユーザとして sshを使用して Linux vCenterサーバにログインします。
b) HX Data Platform Plug-inフォルダが含まれているフォルダに変更します。

vCenter 6.0の場合
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# cd /etc/vmware/vsphere-client/vc-packages/vsphere-client-serenity/

vCenter 5.5の場合

# cd /var/lib/just/vmware/vsphere-client/vc-packages/vsphere-client-serenity/

c) HX Data Platform Plug-inフォルダとファイルを削除します。
# rm -rf com.springpath*

d) vSphereクライアントを再起動します。
# service vsphere-client restart

Windows vCenter

a) リモートデスクトッププロトコル（RDP）を使用して、Windows vCenterシステムコマンドラインに
ログインします。

b) HX Data Platform Plug-inフォルダを含むフォルダに変更します。
# cd "%PROGRAMDATA%\VMware\vSphere Web Client\vc-packages\vsphere-client-serenity

c) HX Data Platform Plug-inフォルダとファイルを削除します。
# rmdir /com.springpath*

d) [Service]画面を開きます。
# services.msc

e) vCenterからログアウトして、vSphere Webクライアントを再起動します。
# serviceLogout

HXクラスタが vCenterから登録解除されたことの確認

このタスクは、HX Storage Clusterの vCenterからの登録解除に含まれる手順です。

HXクラスタが古い vCenter上にないことを確認します。

始める前に

次の項に記載の手順を実行します。

• vSphereクライアントからの HX Data Platformファイルの削除（6ページ）

ステップ 1 vCenterに再度ログインする前にキャッシュをクリアします。

ステップ 2 古い vCenterからログアウトします。

ステップ 3 古い vCenterに再度ログインし、HX Data Platform Plug-inが削除されていることを確認します。
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新しい vCenterクラスタへのストレージクラスタの登録

始める前に

vCenter Server間でストレージクラスタを移動するタスクでは、vCenterクラスタからのスト
レージクラスタの登録解除（6ページ）の手順を実行します。

ステップ 1 コントローラ VMにログインします。

ステップ 2 stcli cluster reregisterコマンドを実行します。

stcli cluster reregister [-h] --vcenter-datacenter NEWDATACENTER --vcenter-cluster NEWVCENTERCLUSTER
--vcenter-url NEWVCENTERURL [--vcenter-sso-url NEWVCENTERSSOURL] --vcenter-user
NEWVCENTERUSER

必要に応じて、リストされている追加オプションを適用します。

構文の説明 説明必須またはオプショ

ン

オプション

新しい vCenterクラスタ名。必須--vcenter-cluster
NEWVCENTERCLUSTER

新しい vCenterデータセンター名。必須--vcenter-datacenter
NEWDATACENTER

新しい vCenter SSOサーバの URL。指定され
ていない場合、これは --vcenter-urlから推

測されます。

任意--vcenter-sso-url
NEWVCENTERSSOURL

新しい vCenterの URL、<vcentername>。ここ
で、<vcentername>には FQDNまたは IPを使
用できます。

必須--vcenter-url
NEWVCENTERURL

新しい vCenter管理者のユーザ名。

プロンプトが表示されたら vCenter管理者パ
スワードを入力します。

必須--vcenter-user
NEWVCENTERUSER

応答の例：

Reregister StorFS cluster with a new vCenter ...
Enter NEW vCenter Administrator password:
Waiting for Cluster creation to finish ...

ストレージクラスタを再登録してから、コンピューティング専用ノードがEAMの登録に失敗したか、EAM
クライアント内に存在しないか、vCenterのリソースプール内に存在しない場合は、下のコマンドを実行
してコンピューティング専用ノードを再度追加します。

# stcli node add --node-ips <computeNodeIP> --controller-root-password <ctlvm-pwd> --esx-username

<esx-user> --esx-password <esx-pwd>

サポートが必要な場合は、TACにお問い合わせください。

HXストレージクラスタの管理
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ステップ 3 スナップショットスケジュールを再入力します。

vCenterクラスタ間でストレージクラスタを移動する場合、スナップショットスケジュールはストレージ
クラスタと共に移動しません。

クラスタの名前変更
HX Data Platformストレージクラスタを作成したら、他のプロセスを中断せずにこのクラスタ
の名前を変更できます。

これらの手順は HX Clusterの名前変更の手順であり、vCenterクラスタの名前変更の手順では
ありません。

（注）

ステップ 1 vSphere Webクライアントナビゲータから、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex Systems] > [Cisco
HX Data Platform] > [cluster]（名前を変更するクラスタ）の順に選択します。

ステップ 2 [Rename Cluster]ダイアログボックスを開きます。ストレージクラスタを右クリックするか、またはタブ上
部にある [Actions]ドロップダウンリストをクリックします。

ステップ 3 [Rename Cluster]を選択します。

ステップ 4 テキストフィールドにストレージクラスタの新しい名前を入力します。

HXクラスタ名は 50文字以内です。

ステップ 5 [OK]をクリックして新しい名前を適用します。

自己署名証明書の置き換え

VCenterサーバで自己署名証明書を外部証明書へ置換

vCenterの certMgmtモードを [カスタム (Custom)]に設定し、サードパーティ証明書を持つ ESXiホストを
vCenterに追加します。

デフォルトでは、certMgmtモードは vmsaです。デフォルトの [vmsa]モードでは、自己署名証明
書を持つ ESXホストのみ追加できます。CA証明書を持つ ESXを vCenterに追加する場合、CA
証明書が自己署名証明書に置換されない限り ESXホストを追加できません。

（注）

certMgmtモードを更新するには：
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a) ホストを管理する vCenterサーバを選択し、[設定 (Settings)]をクリックします。

b) [詳細設定 (Advanced Settings)]をクリックしてから、[編集 (Edit)]をクリックします。

c) [フィルタ (Filter)]ボックスに、certmgmtと入力し、証明書管理キーのみを表示します。

d) vpxd.certmgmt.modeの値を customに変更して[OK]をクリックします。

e) vCenterサーバサービスを再起動します。

サービスを再起動するには、ブラウザに次のリンクを入力して、[Enter]をクリックします。

https://<VC URL>:5480/ui/services

HXストレージクラスタの管理
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vCenterのホスト追加動作は、証明書および certMgmtモードによって異なります。

•ホストに certMgmtモードの自己署名証明書がある場合、vCenterの vmsaデフォルト値に
設定します。

•自己署名証明書を持つ ESXホストのみ追加できます。

•サードパーティ CA証明書を持つ ESXの追加は許可されていません。

•自己署名証明書をサードパーティ CA証明書に置換した後 ESXを vCenterに追加する
場合、システムではサードパーティ CA証明書を自己署名証明書に置換するように促
します。CA証明書を自己署名証明書に置換した後、ESXホストを追加できます。

•ホストに certMgmtモードの自己署名証明書がある場合、vCenterの customに設定します。

•自己署名証明書をサードパーティ CA証明書に置換した後 ESXを vCenterに追加する
場合、システムは次のエラーをスローします。ssl thumbprint mismatch and add host

fails.この場合、次のことを実行して、サードパーティ CA ｓ証明書を自己署名証明
書に置換します。

1. ホストをメンテナンスモード (MMモード)に配置します。

2. certified rui.crt and rui.keyファイルをバックアップしている以前のキーと証明書に
置換します。

3. hostdおよび vpxa serviceを再起動します。CA証明書が新しいノードに表示され
ます。

4. 右クリックして vCenterに接続します。ホストはCA証明書を削除し、VMwareの
自己署名証明書に置換します。

•ホストに certMgmtモードのサードパーティCA証明書がある場合、vCenterの vmsaデフォ
ルト値に設定します。

•自己署名証明書を持つ ESXホストのみ追加できます。

•サードパーティ CA証明書を持つ ESXの追加は許可されていません。

•ホストに certMgmtモードのサードパーティ CA証明書がある場合、vCenterの customに
設定します。

•自己署名証明書を持つ ESXホストのみ追加できます。

• ESXホストの自己署名証明書を vCenterの CA証明書に置換する必要があります。

（注）
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ESXiホストサーバで自己署名証明書を外部証明書へ置換

ステップ 1 ホスト証明書 (rui.crt)およびキー (rui.key)ファイルを生成し、ファイルを証明書機関に送信します。

rui.keyおよび rui.crtファイルを生成している間に、ESXの適切なホスト名または FQDNが提供さ
れていることを確認します。

（注）

ステップ 2 元のホスト証明書 (rui)およびキー (rui)ファイルのバックアップを取得した後、各ESXiホストの/etc/vmware/ssl
ディレクトリ内の認定ホスト証明書 (rui)およびキー (rui)ファイルを置き換えます。

メンテナンスモードで 1個のホストのみ配置してローリング傾向でホスト証明書 (rui.crt)および
キー (rui.key)ファイルを置き換えて、クラスタが正常になるまで待機して、それから別のノード
の証明書を置き換えます。

（注）

a) 管理者権限を持つ SSHクライアントから ESXiホストにログインします。
b) ホストをメンテナンスモード (MMモード)に配置します。
c) /etc/vmware/ssl/ディレクトリの rui.bakファイルに以前のキーおよび証明書のバックアップを作成しま
す。

d) /etc/vmware/ssl/ディレクトリに新しい認定 rui.crtおよび rui.keyファイルをアップロードします。
e) 次のコマンドを使用して、hostdおよびvpxaサービスを再起動して実行中のステータスを確認します。

/etc/init.d/hostd restart
/etc/init.d/vpxa restart
/etc/init.d/hostd status
/etc/init.d/vpxa status

f) ホストを vCenterに再接続し、メンテナンスモードを終了します。

すべてのノードで同じ手順を繰り返します。Webでアクセスして各ノードの証明書を確認できま
す。

（注）

HyperFlexクラスタの再登録
認定ファイルを交換した後に vCenterにすべてのホストを追加した後、次のコマンドを使用し
て、HXクラスタを vCenterに再登録します。
stcli cluster reregister

自己署名証明書の再作成

外部CA証明書を交換した後にホスト証明書に問題が発生した場合は、次の手順を実行して自
己署名証明書を再作成できます。

1. SSHクライアントから ESXiホストにログインします。

2. /Etc/vmware/ssl/ディレクトリから、rui.keyおよび rui.crtファイルを削除します。
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3. 次のコマンドを使用して、ホストの自己署名証明書を再作成します。

/sbin/generate-certificates

4. 次のコマンドを使用して、IPICSサービスを再起動します。
/etc/init.d/hostd restart
/etc/init.d/vpxa restart

HXストレージクラスタの管理
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